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　(1) a. stag-φ　shi-pa-red.    （虎が死んだ）
　　　　虎（絶）死ぬ - 完了 - 助動詞 : 叙述
　　 b. kho-s  stag-gcig-φ gsad-pa-red.  （彼は虎を殺した）





























体・客体的なものを融合している。Lyons1968［1973:391-392］が The stone 
moved.（石が動いた）と John moved the stone.（ジョンが石を動かした）の
間に存在する使役交替を「能格的」（ergative）と述べた所以である（4）。
　上の内容からも明らかなように、能格組織を構成する原型的な動詞は、自他
同形の「可変動詞」（labile verbs あるいは diffused verbs）である（Dixon1994
他）。クリモフ 1983［2016:117,120,121］や山口 1995:66,78,103 は、可変動





　（2）a. istakan   bekana　  （ガラスが割れた）
　　　　ガラス（絶）割れた

































　　　　　gliˀ⁵⁵　（切れる） dɑm⁵³　 （一杯になる）        
　　　　　sɯ³¹li:⁵⁵（切る） sɯ³¹dɑ:m⁵³¯⁵⁵ （一杯にする）    
　　3）阿昌（アチャン）語
︅︅︅︅︅︅　　　　　tɔˀ⁵⁵　（上がる） pɔŋ³⁵　（開く）
　　　　　thɔˀ⁵⁵ （上げる） phɔŋ⁵⁵ （開ける）
　　4）彝（イ）語




　　　　　leŋ²¹  （転がす） tso²¹  （食べさせる）
　　6）現代蔵（チベット）語（ラサ方言）
　　　　　ȵɛ¹¹²（眠る） rɛ¹¹²（破れる）    
　　　　　ȵɛ⁵⁵（眠らせる） rɛ⁵⁵ （破る）      
　TB 言語の自動・使動の交替には、接辞の付加（例 1 と例 2）の他に、声母








源をもつと考えられている（孫宏開 1998; 黄布凡 2004［2007］; 金理新 2006 他。
s- の前の * は推定音価であることを示す）。歴史的に見ると、原始 TB 言語の
使動態は、古典チベット語の s-laŋ（起こす）や s-loɡ（戻す）などに見られる
ように、*s- を含む複子音声母（初頭子音連続）をもっていた。このうちある



























発されて派生したものと推定されている（丘彦遂 2018:153）。黄布凡 1997 や
 
〔21〕














































次のようになる――主語を S、目的語を O、動詞述語を V、結果述語（補語）
を R で表記すると、まず O と R が第一次のシンタグマを形成する。S は V の




ず、後ろに目的語 “鞋” を従えている。従来のように文の中心成分が V にあ
ると解釈すると、統語上に目的語が現れる理由がうまく説明できなくなる。だ





　（6）a. 我摇孩子　 他醒了。　　→　　a´. 我　　　 孩子。
　　　　　　　　　　　　　　　　（私は子供をゆすって起こした）　
　　　b. 自行车撞小王　 他倒了。→　　b´. 自行车　　　 小王。
　　　　　　　　　　　　　　　　（自転車がぶつかって王君を倒した）










































能格言語は SOV の語順が一般的であり、SVO の語順はほとんど見られないと
 
〔24〕
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